^鐵無 b 鹽 a 犧止 


曆®中に iH と…-夕-…か5麵を态ろしたり、 
鑛巧佐 S がずをくずれた。 


釣3日教護にツヴ…-が鳴り超動的;こ適鹽 
を惇とし策ず。（約 3 C 殿に巧に薦だ说頭 
難な鍵競ごわ某す。がをお 4 £n 


: ： IH と…*■夕ぶ _h に、ナイつやつ.才…~グな 

i み鑛機鑛蟲動懐比！どの哉麗旣 i 嚇施る，，蒂たは直键 ( 1恕!で 

：宗猜: '! だ)かさ&盤だ:鼓る:.. 


\ お]30砂搔にブヴ~»^が鳴り窝觀勒。園闇を 
\ 停止し萊す。：盡屬製か賴を取り諫くか、 

\ をたは鍵を装撥 U でくだをい。） I '嘴- P ,42 ： 


ミ戀すを®麵蕊, D 辕知賣讓停 ]£ i 賊お强巧觀厨で fe わや勢もが大:左し V 、 


ブ巧が鳴り固動的に遮®を停た;し某ず。 
福覃をを薇してく.だをい。） H も码4沒 '1 


; i 上顧撰诈バをんに驅羁韓がみをこ就れたり、 

:1覇操髓囊常梭知麵餐止 i ?愧な.巧お] M / ごぶん, 1- 遲操作/時もに 

; i 邏などを麗いている。牛-…を攝.押 L して:いる、， 


_と顧操作バタん®嚴をに I CPI と穀示;し.. 
釣1〇舉巧寶にブヴ…•が®り憑霞を停止し 
策す。 B -： R 47 I 


切な窓 tu ち]!:簡議簿 ih 


ご„^夕…^遲體を.，锅 4 S 公（す-^ブンず澤 S 
は韵30.お、卜ース H まが]10分.、適湿ヴ 
インな遮ミ窟表承後的1 S 分）騷嫣した。 


\ ブヴ; v - 坪鳴0自動的に®電を淳とします。 I 
;^ .を-打42 J I 


:薬於请镇が驾锅! r 卜駐した。 

鹽熱酸止鹽勤停比；裸，、部就む;苗さがれたりして、本体巧 

i 箭巧遥廬が興常に. _ h 昇した。 


\义方誦御しでを麵底遍廬が巽萬に上興し 
\ た場をは、ス乎…が鳴り控幫]的に遲驢を 
\ 停止 Ij まず。 V 麵薦巧厚み..巽物お着.課 
\ たお艱-排気 a を禮認 U てくだをい。）火 
\ 力が窮い塌合や謂の種類によってお:、ご® 

\撰龍が谭苗ないことがあ D をす：ご今 P .48 'i 


な i 離翼敲随 II 停を I す … ブン骑な蟲廬が巽簡に J ： # した。 


ブザ…-’が鳴りお動的に疆®を禪とし亲3。; 
巧…ブン的を冷部 L てください。；卜；:お4泻 n 


s 灑謀織繁斯自に让)になって;ぃる。 


トツフブレ*-卜や才…^ヴン拽載歳（釣留ごで 


簡遍注黨表ちが消えるまで賴らな I ぶう 
にして'ください,：嵩漏注意器示;中な跨動 
誕理おでをすなん。 


薄-^卜諸7 i 屬顯1—?、.;の.扶態で能3;;货玻®された。 


留動扣 i ^ M 源が切巧.莱す。（簡遍を意聚ち 
を巧っていると巧な簡 i 艺或:'杜 A ，.0 


鑛擺歴巧醫でが薄い；0.括 r 「 巧お r ド）鞭お、妙がも巧を‘を 
だ背の骑がの.お力で巧ご使用はむか.え、弱を巧.火力 
で倩用し'でく;だをい;：（鑛截巧変影を韶苦京す。） 

潑同でち.胃お 'ち巧 H ピ夕…で乂力が巽:なる場合 
が遍り谦す。速た.ホさい頸では..谓謂で巧る塌台と 
でをない場をがあ n ます。 

狼お-あ巧わヒ"-夕 一* 巧同時使閣、邦たは韶巧種頸によって-. 
蟲（ジ"-‘劃、力す:わず農.，斗•ーン智など）が凳生ずる場 
普'があります.これは蟲力薇による鍋の類動で、異簡で 
はありまたん。ぞ定暗'苦懊預して<ださ U , 

鑛觀臨を? k おや巧れ、お*轉などな、おずみ S 哉ってが 
S 镇稍して<ださし(錢が動いたじ;、溝気が噴出した 
りトツフブレ-"卜に靖‘1がた虛ずるを巧わがあり某ず。） 



廳巧薄い巧ぶ巧巧段で） 
鍋で炒捏;ちのを巧うとを 
础頸がなが沈で巧5 



な:じ ——>• 




左と--夕…" 


ちピ…■夕 一 


むと'-ざ'… 



永おや汚: r し词■驚鞭なふ 
を取つ！:から使う 


知つで骇 ST ’ S 庶だ诺たいこと 


1 設 





































































































ち t "- 夕"一で離强しでい來ず。 



-V" … .v …• ， • ， • ， . ， . ，。 • 巧 ^^^^^^ 

'—• 軒 

.............................^iSSSS S^^^S^^SSSSSRSRfiSRSSfiSSSRSSSSSSRSSSSRSSSSSSSS i . - ...•. i . .’•••.•••••••••' 

t - -. --.- - 丫 _ --:J jfwiMvsimnna -{ -，---，■-■，-■-、-， 

; ' M|ra 

lypw 


參 

o 


縣料祭入巧た鑛繫 
1 H と--繁 -- 獄中躲こ置 C 


韻 r ピッ J 别 fl 硬聚节'織し、 


電源を入れ覆巧:/:戏猜亂蒸-藻） 


報望避ぶ游觀禪し， 

墳:/プを点好をせる 
瞧黎毅 1 獅 U 經醒聲る 


調麵ずる 


調邏が終ゎった^； 


舉舞 b 、 邏電を切る 


記すて霞むないと穿-な 


瓣し、 iiiiL ず； 


请押〇てむち 


:.避巧レ-%みを汁な:だを黯たり編被たりす覆と费 
f なぶま?帮弱がにし、とをどをか黄難が賓 

^^^强底に語還し?;こお•そやホレ…"がし…な.どが適志る 
と奥親がさ:.- h. ヴたり，調が鶴ね _i:. が.るごとがあり、 
申けど’梓トツプツレ…卜げ曹的るおそれが南りホず。 


：敏顯邏中!まを课蒂難れず、難類您错±がりに適わが、 
' 央:巧を調離しで C だない。 

猿 I 養黯驳薄いをの、調顧が類 i ： rcu る:;?苗ィバン爷麵 
なおな離央 j で帶熱ず覆と赤穀ずる場截が骇 D 慕す r: 

鷄與麗斌鑑を入れで舉鑛すると恐が、帶熱の後で 
牆卷入れると贵ま、决为を弱播にす'覆など遞熱し 
な U ぶうにしでくだをい。 

党谓む:.お通,か'哉芽;も——卜かり、)吊か第;.、おおな';-'とれIありぶさ。 

鑛火为が嫌い壤谅、雛唯をかんの攒状などにぶつ 
てなな连こ樣巧，たむ、燕気が勢いぶくおる； B ずれ 
が搔 D 器す。殊と5した挂火为をでげで^器 SU 。 
縷鶏迹磬などで摄隱闊ご薇擢離ま、遽中でがを邏がるなどし、 
盐をこ I 著むを猜ぜつがだな U ぶうにしてください。轉に調 
鍵寅イタ…環谨閣ず感と截ま篤げつ诺に謹穀 t でく思さい r : 


鑛「火力]お-…を彈した數骑！ 0帮过拥こ r •固/又夕 ---f‘、.j 
中--を调さないとブザ…が賴り巧動的に禪雖をれをず。 


磯謂踏中に火力を調.範する扫よ 

嫂; y 当を.逆う 1 ?兰 .! 器た强 1 . 4 i > J 謂驾 b 薰 1 %; 

勢イ^"-舉使马と證飯;か P < 3 贸 i 


潑トッスブレ™"卜巧遍度が觀另び G お TU ; なる某で稿 
ミ證连戮 j 聚おをし丧す。 . 

‘々願離 >心ソ 


を甲しても遮駕でをおも 






























































































































































火力表飛 CD 幾が庶 




とろ火 弱お 中ぶ 銀ぉ-けィパっ…^ 



雜ぶ刀に處じて，適蟲表示醉唯に光む J て*™巧農さと數權でぶ力巧設定拱態を器おします'。 

礫ぶ力は r 1 J '、-• n 剖京で谓觀でちおす。 

雜藏晶表示张互‘ちヒ…-夕-…巧操作を籍えてかろ韵 '! G 帮後に隸光し蒂す。霄廣漂作をすると、をと巧雖るおこ載速す。 





m 9 


..類發薬 



翁 


興第 


力 L ノなど巧と.ろみ©玻.•るおの 


煮魚など 


讓： 


，•‘ん 

離 
詔苦‘ 



::I I ^ ( iS ) 

:伽 1111 

.. 二;;::;;::-’-: /■： :一/ L_ -〜 L 户 i す 尹： 

病 


でわ A ムし‘ i シ:ユウマ'‘で 

.... 數 

■■:; ，パか，： 


xmz ^ j 


が ’;‘ ィ :" 


"tnnnnnnnnnffii ■ 

,. T^T : 


燒ぐ 


妓峨壤 


靡類 


:? 3 焼き.ぶムレツ ； i じ.ソト…グ悲ょ5ざ 

， ‘''' 二 : み .'.'-'-.-'--.' ん : ぶ ;:::: ぶ : が':、 ' - ，: .:.:.x ， .： 

: イろこたく ;:;;:•: •• - ， •• でてなこたシシこ \ . .， . ， . ， • 

r ’V: 々姑が ’:.:.:.:.:. ， - 城が • が;： 毁 f • ssssSSSSS^^ ぶ ::-:• お::，::;；： 

L 翁.‘.;履..音.パ J ； 111111111111111111 晒 1"111| 奮が.が 

h 時。をあつイトソ-…ス 窺をそが!較報群黃抄お \ 

さ裘お幽お 、4 J 

非 :;;• 斗 :: 打 ;:; み ::: t : : 

:;す;;’’，ホ 


電;ド 


1^31®； 




"7 品^、乱-.''^勒し…* 巧み 


: 、， ' ，、 ' 一。ノ . ろん、 — 化ぶ > ミグ、"一 


鑛ぶ力 n 違 J !まお力が強いた通、特 i じた麗な啦料を謂理すると巧'は、舞传つう.イバンを韻をるおそわがおり3ミ'す 
巧で、兴でを下げることをおす’すをしを百’。 

磯火力り 2 j の選錦使屈時間な最大韵 '! G 货です。1 Q おを疆えると自動的に火力 i 11 J に下力巧器ず:： 

纔乂力 n 1 _j r 巧」©連続帮獨時間は食計で嚴大乾!15分です。1技货を屬えると结 ffi 的にみ.刀 n 巧」に—ドが〇萊す。 
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覆 
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ミ還 
據 
る 
/ 
調 

m 

滞 

m 

冀養 

と 

、支-' 


鑛 

徽 

屬 

喪 

、一 


17 



















































































; 品策錢岩と--夕'-で説鷄しでい苯ず。 

鑛左•起お™"夕》»で閣轉に攝げも®掠でを泉せ心 




111 . !聲 r ピジ j 怒聽據聚^ ». b 、. 

M 混を入れ覆(ランブが点を I し衆ず） 

® 段:]を押し、 r 揚げも潑 j を 
齋滅をな溃 



韻 I 難み窜瓣 i - 總疆卷讚遼ずる 




© 


圓纖难博し、週麗する 

'なむががぶ]デイーが類-;たお疆邁で-這 


猜遊になつた S 謂辖ずる 


隸 20 Q 舆巧疆で調禪ずる獨读な調避韻をこ萊_ 
がに麗麗しでくだをい。 ’ 

調遭が終む-つたろ 

胃を舞し、麗纖黎切讓 S 

親けで懐わないと’巧-巧： 


mm 

城び、 


暫鄭 U 醒源を溺る 

^ちンブが難を lb 第ず） 


>::::: 


180 


側） 

;*纽机 __ _ パ ------ 


類巧ゲ瑞带_^18蛹靖广 
颖まお離ステ-た 


• 纔带樂橋わか I I K ••鑛 1 M — 碟飯！ ‘‘ 

.…… I 諭原可編碱‘… 一 


油細を镇 S 


ISO ISO # no 


茲〇を巧 G ;^ U 80 




.’N 


ホ 


‘グ 

BO : 


罐巧巧 


B を申;; 


’璃 離萬お 3 on ^ aBSS / 

温 /SifT 弧〜細獨 

\い* ) ふバ / で"■-■〜心 

錢ず熱が籍了 9— ると; が] ろ-^が 鳴って、^^^^ 
r 適觀を表お U ずず。 

鷄沒 OG 窝の油で齡リ G 分かがりまず。 


錢トッツソレ-小馈島廣が約揖〇て;な,-可こなる哉で n 
溫注藏 j 慕おをし去す。 〜 

;:::;を mm パ^ぶ 


] Q 器ぷ贷離のお手入れ!おを P 、3 结1 

































































































































































































難次®ような灑哲、擺げも®鑛原り觀斑幫鹽寧止が f 乍動し通爾を停止す请ことが摄りまず。 

■舞底が釣 Srr ^ m 以上该;;:;ていたり；変をした謂を懊违しに場を（銷をを撰する P . P ぶ V ) 

，鍋底をトジソ7ン卜巽德や巧わが巧«している墻哲（ち手入れをする只み情店谷 V ) 

'，で熱すに涵を注:ざ拒:しぶ:墙合（揚げも®遲廣つント己叫1/®設定をし區す‘；:"封苦 1) 

鱗 油の禮類にぶって!お賠煙がおる逼鹿が異なりまず。（辣の説明議■を體謡してくたで U ) 
鑛巧属巧天岛巧鍋な絕刘に空だ支 U ないで< ださい。 

雜番续 用疆お既頸が出軒ずくなごおず。 

1^«だをの調理中に酸巧おと…'夕"-で S 帮わかず®ど攫巧う壞帯 、 S 靖號挖巧盛の中に入らな 
いぶうに嗅力®謂難に結慰 UT ： くだを U ; 

議臟油纔麗剤を懐用す遇®親ま、廃適; S 闇割敬颖搔説明書をご驚<だ巧い。 
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ミ競廢發 IEb< 强奴藏 fc 薇 

必ず‘7 5イ i t ン發齡劈™然中鷄に靈< 

Hi 鴻 r ピッ j と®讓繁で錦 U 


驅綴黎入れ覆（於:?が爲邦し讓お 

が fb、r 炒渡を繫 j 哉乾綠 
p又^^本j卷点減させ簽 

：7贺イ;た/に油を乂れでか曼 


潑！琼？ぶ Fj 窜が墙觀 U 、 ッブブ L .' …卜が冷玻てからご嫂挥くだせい。 
發熱いつ哥ィバン!ま十好冷葉してか!立ご错销くださ U ; 

(遮が遮戳をむ，'発ぶす覆あそれがおり蒂'ず:：） 

黎ぞ熱遮中で75—む C / をと:りかえない、73す/>じ/を動かさ•ない。 
瀑痛彈が多く出た S 麗灑を或濟。 

嫌7ライパンなと…'夕…巧中おに鑛芳、調!理审;さそがを請むない， 
蠻麵謡;:-な嶺をで':7ラ'がンに材料おおを入れな L 巧ご狸稱くださ U , 


韻錦娜押 U 麵靈す覆 


ミ麗簾驚] Eb く搔妓讓た歡7劈イ i 《ツ黯 
舉央か SH か安誤 U 


、ぶ巧 V が謂-:: 


I ;藻で-も 


鑛選窥 U で調理ず這曝会お、手早く謂理聪)を 
燕も;盛 D 、つ号ん i じを誤し/でくださ； . A , 


雜が籍わ: 


或た:.なお方を顯韶 L ぶ: 


邏醒帶切覆 

雜ジぐちを讓節 b たい奪窝掠.ぉ转みの次が 
ご馈罚ください。卜户 FMS " ‘； 

親けで壤わを:いと’巧は； 


觸琴 b , 霞源黎顿る 

' {•君ンブがミ舞繁す） 


二::1選択 


耻けごさぶも 5 


I駕 iU 


•-離請朝 ii 麗挪幻!::（輯 i —1 H m'] - . 
^‘圆•謂墅哥砸麵 


儒帯軒而狼驟敲妙お:1攒ホイつ…ご一 
鞭妓巧巧が など 

巧ミニ蔚礙ぶ方’-…夺 礙しぶ記ぞ媒を 

冷-し-す j 後う:か'- A ン錢ず么レツ為:ど 




も的，パ;詔ご 


如） 

— 心、 . ： [ 似：巧 


鑛嘴熱が終了ずると乂お v ’-- が鳴っこな巧冷^こ: 

r 鑑邏」を菊ちし苗す- 乂^ パ" 

鑛推契：巧イ；。な)賴含な、釣]分で r 騷亂顆巧にな 
りす‘す讯维契フ真で；ごンながで遮遍'け-インに使え 
るつうイバンは、安;をにを熱を巧うた:を能1- -3 分 
かかる場台が最こ得す。 H - R 1 P i 
お急苦®賴合な、お好み巧火力でご使销くださ 
いみ u-r 

毅 r 遮轟_を 7：；貧芋、：が巧清載的に適苗を谭; t.b 束す。 


鑛 h ップブレ* H ’、 巧湿度が锅沒 G て:苗下になる评で r 覆 

擺連鬻 j 聚■^、をし违す。 グ^、、 

(，靡擲 J . 

:“歸驾 D 、い"パぶ く;‘ 




® 使翔でを惡つ贵イパンにな觸限が器巧藻ず 
#驻控~™夕"™で説龍してい紫す。 


m 



避，お U ! 夕！ ^溺煙題ず燕 ( 保 piv 、 遷等 V ン)妙撼も微文矿！丰} 
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鑛苗’と"ータ"一で I 韻輯しでい芽ず。 



-* 獻 



を / 

...Y ■...-- V "" W " VW " VW "" W----.-.j . を--.---.---.----.--..-...... 

^ 叩祕 


?淵懲， 

:い.:.:;{.林:.:.:.:.:.:. 

. .......ぶ.ミ‘... ......’ 

■ ■■■■■■■■■■:■:■:■:■:■■:■:■::■:■:■ 

.. 

鑑猫 

wsssss : ： ： ：! 

魄入 u ここ , 


移料積； Ml 乾賴:;';±を島写 J 舉 
IH 始^祭"^礙中染に画く 


常 n 曲 j 处麓寒紫对寧 b 、 


霞ミ藤黎入れ覆巧ンブが黛ま Tb 兼巧 


!;む •! 載押 b 、 r 欽簾お 
点滅をせ覆 


濟轉 U 惹聚©量を讀定ずる 


韻纔1鱗禪し 


1嘗る 


織就蒸衆审窃:纔電でを荣おん。 


雜奴:巧 J : ド後,,藻 S U お燕 b るムゾでディ" 
が驛 D 、 段勤锁こ讚叢を停止し张す，； 

留繁蛾诺提靖韓わ3たち ずぐに驟ぐず 

鏡む’ r 殺むえもいと班な 


を摔し、 liSiS まず） 


鑛皆顯中け、靖京つ滿’;; imifrn り或ず。 


潑菌動換飯は、約3芭…40おかかり或す。 

潑奴飯終’； r 後 t ふたが錦方带いとをは r 謁火 j でをし加熱す攫 
と闕けをずく.なり聚ず。 

鑛奴鑛の體踞間が鶴定ずると鷄轉間乾畏おし,讓す。 


に：！…« 


故'慧裙ム巧!藍為-キミ ミ; 


i 懲滯 T 燕權械 QH 保 i> f 詔韻 -] . -I 

……誦姻固4励……. 


燕米礙麗設麗 


3方ッブ 


蚊證かば知講：殻 

鍊お妊みにぶり炊苦がげん;讓麼ぶ篤ば異を 
節でををを。 

運龜义夕 -4 •‘蠻巧弓ンブ点減中（約] 0秒間) 


i を轉し苯す。 


鑛的ソぶ卢 - 卜巧還度が釣 8 沉お'ドにな蟲莎で稿 
ミ覇證避 j 表示をし求す。 , 

. (親 IV 

•を罔 L 苗巧 _ゾ .•‘ 
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米敬灑を!まか覆 


鑛卜 '3 カップが奴け葉す。 

® 躁背__卜がりを忍好を巧かた'立にしたいと安は., 
しでごをい,：（遣燕する皿は^0%或でに U て 


り減らした0 


鑛米證計量をッ "ぶで 强敎溃とを 

バ*感飯器ぶみッブ〇揖なりじを.すりをむでながる 
^1；^,— 巧颗巧ちッブ f 2 G 0 mL ) を. iSOrr ; しの泻盛りに合わでる 


I 镇米 

水 

丈?ジ：70沒〇でし） 

P ;3 urni — 

1211 ^ y {3 Q 0 n -±) 

49.0 ml . 

巧巧ッブ街40が J 

奇民な下)し 




1 臟衆 

水 

!;;!夾ぉ或が;沒窃鋪> よ; 

;；^4(：)。ん 

轉栽ジ篇轉寅(:綺跳 

450 niL 

謂謂誦璋欄封圓 

芭班巧し 


!米擧爾ぐ 


鑛充分 i し. 就い流しでくだごい。（:; 

吴で異くな哉頭因になりをず。） 
燕黑沸;.来をご:使留©とをは、永哉 
い塌食な輕くすすし VC くださ y 。 


(おこげが坦来たり、 
弓:.入れてにごこ)が強 



嘿 


) たっぷり©水でヴソと 
かを疆だ、水を窮早く 
捨てる。 


0返し、水が苦れし 
なる或で筑5。 


讚米禱だ辑ざ嶺に上ばで充斌こ水肋巧潑 

鑛だるに止げたま沫放醒 b ないでくだをい。！米巧醫 m てべち节つ晋の原因になり 


養隱お懲乂れ30おな上疆し、水耀當歌せ遙 
^ (誓鶴は1疑闘な±) 

鑛お遍な使わないでください。（ちが籍る屬因になり或も） 

隸7%力 U 廬®高い水で駭離すると、ごはんが黃愛したむ..ベ 
塌をだおり志ず。 

潑黑筑式诘、玻す顧からわ巧混ぜ;米と水をなじ京せてくだを IA 


雜お最•…謂睹料のお®だけ薇5す（泉な水だけで履す） 

鑛異一 • 米の麗:巧®掛]お體嚴 

敕く.直前に..調味料を入れてか巧疆ぜ、舅をおぶ..とに載だる。 


嘴が'-": •，寮 

::: み ’" ：，の :;‘,;:" • く :" 

■-■:: ’i ちミミを ;:-’ ぃ ’-■ こ ::::: づ ■ •■ 

■ - ■ ■■ 


んぶ:むする 


擊;::: 

為.". 



かジブ数を累ちが冕で設證した場茵 

鑛安分な巧で器.れ陆、 1— を禪し，.…'麗遮電を切り..齊操1 乍で巧苯- r 。 

鑛芭分む-とたつと、寶蟲‘こ*ふ欢が莱だん。把巧調節して奴いでくだたしん 
* 謂とうまでみ力 r 4 h 蒸気が出た.ら兴で nJ 嫌 n 民分） -- 强鹽を戒ご'て 


器。韻夕顏麵謂灑穗音る一离動娱麵 } 
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卷若と'夕 》 -で飄明1^でぃ雜 ' す 



鑛永な脚巧だしホ帮ス… C /.. ミん久おぎ茶 i V :ックな岩‘をむか 
:3•ないでくだをい。 

鑛水麗な！-、ぷ L (満お麗の疫0%)燕でとし 7 X だを U ， 








































































































，かず。 ……… r …… 

心……4 


鑛觀辭熱お巧::る货か’さい a が類え患ず， 


题調薇中はおま难離れず、謂纔巧な.とがりに教わも 
=火为思調節しでく乾"さい:； 


® 調賀中に火力を調節ずるに 


-’ 卻胆 

Immmi 



勢イス》»卷薇5と證據(嗦 R 3 S 


雜中爽と夕な、火力®コント □ ル帮疆農調度を 
撥能が働 <.た披、 t """ "勢…"が齋 C なったり消えた 
りすることが;燕り素ずが故鶴で陆怒り素がん。（火 
巧 r 3 j ® 壞替でも i 蟲廬調節機 I 紙懼松、ヒ 
抓蕭く &ったり清え r こ D し談ず。） 

鑛中央と™夕""の中に窺える範[锭のずじ祿、温廬調 
節織能のをンサ™でず。 







議理ず爲 


器，穎 u ! 勢！^闇動調邏據ず韻鲁觀湯較がし} •.，中燕た-^夕！で調灑を聲遗證掀惡 
























































































































































































フごン h すーツン 

ii … ザ。 がご — 于-つ —}- - 

k - ぶ据 T 3 姑ホじ 

#しミみ/りで< だ 
巧ん 


鑛受旺には乃 I ぶホイん、クッホングシ•… K 才…•ブンシ… • K 
ヴリ .j b 用な)石などを入むな L ’!で镇用してくだ'むん 
潑讓籠と赏损搞適ず—わットして使罔してくだでい。（やけど 
や乂踞巧顧嚴となり贵す;;） 

鑛受拉なホんダ'-にたッ h してくださ•し、〇わ儿'ダ'…田接 
替•諷こ巧 D あだたり，下ヒ…-夕…-に直樓載ちな L . V でくだ 
ごい。） 

鑛焼網な班え部を手前!,;しで赞.滞心なットしでくだ巧ふ 
鑛才…^ブンドアは 


鑛ホふ夕先端に哉りおけているず:: 1-- ブは、す*-ブン 
巧開題®作を円遷にさせるた诘祗おのでず。憩む斜ご 
なし V でくださ IA : 


支え部 


焼繼離龍離お 
誕撒!,（灌锦舞品 i'i 


郡[熱ずュ"-ブ 
馈りがさおいでください。} 

卜 . • AMA > IWWUU 





才^ブンド尹 


おが卢 i レ™™ん 

補.•ホ J ! バタ… 


織養斌 


縱纖數'為をぶ顯鑛ミ 
画織.';/.巧 ✓ C 


:猎; .' き簽鐵；か:;::が:が 

*觀霜 


嘗; X , 


鑛す"-ツン使用靜ま忽ず薇気扇を懐用じごください.（調禮中、排氣□から擢が出某す/) 

鑛す™ヴンド7'巧聞謁忠才 ™ ブンド;ド巧とっての中おを诗って巧ってくださ— I ふ巧れながではす™ブ:ンドつっ巧龍閣 
がで•巧ない賴をがおり東す:：） 

鷄焼翻に時調を載せると吾ま..焼婿からなを社ごないぶ可にし，でくだをい:，觸料がと-…夕…につくと発おする赶ぞお 

な似。ぶ9 。 J 

题連鑛しでご使周になる場台は、每固燒網と受耶巧巧むををわい it ; し、;す一^ブン摩巧死婦讀を下だてか6調理し'でくだ 
さい。才"-ブン犀巧巧漏農が S い或泉調强ずると、かンヴ…'が化しく鑑がホ早坡に讚理が辕■了したむ、調顆哥間が農 
くをったり U ; おす.（嵩漏のたあ約ゴどに法意する。） 

鑛圈動調理巧儀中です…-ブンドアを開けないでください。上ずに調理で进兼せん。 

鑛暖瞬間;才•…ブンを懊巧ずると、え…•ブンに F おとってので'得敢熱くなる巧でごな意くださし、 

觸廣遵町す-…ブンドアがくを-ったり、簡りに露がついたりずることが祗りすす。菌りに'ついた a は屈芭んで成を取っ 
て < ださい。 

鑛才…ブンド 7' な嗤っくり開態しでください；（調禮截が焼網が巧落ちる賴食が志り衷'す’。5 

鑛お5 乂普器や醒器留器な、焼網からずべり蕴ちたり焼纔巧儀つ普巧原菌とな為た趣容器®薦にア儿吉ホイんを密着を 
なで懐扉してくだをい。 

鑛す…-ブンドア還辺が5煙を水蒸気が漏わる®合が起り苯ず。 

额謂理中，茲•排気刀；く™'の _ i : .に鍋などを靈いて殿•排気□ををごぐと、万…'ブンドアなら經が漏巧たり、才™'ブンドアの 
閣韻や下觀に麗がついたりし或ず。 

難乃し瓦ホイんを使うと苦は.,亡…夕 -- に融むなしはうむ主顧してくだ’さい:，化.--夕叫::つくと発少—すぶろ f - むだ帝じまず。う 
鱗をちはと…•夕…•に麵むる巧で擺かないでくだと U , 焼く場含は^乃イパンで焼いてくださ—い。 P " 轟つ 


T ■": - T ;--" 鑛讀疆1/ごしだろくの間.前岡ぶ調蔑で卜こ…夕…につ U た.脂が加熱されじおいが頸がおることがあり果ず。 

. 鑛調理卓、巧料み體などが下ヒ…'夕…^を覺邸! L 菊ちると.においや煙がおるごとげ抵り或ず,： 

鑛調理培おこ…夕…-护ついた.む消えたむ U まぶが..湿蟲諾 i 節しでいるにをで故障ではおむ泉•古ん。 

綱揮禮鹰攘に才…■ブンドアを引'巧出すと，煙だ前画右、ろ出莱す。转に脂お巧多。親などを焼いたあと I ま、 
30帮程鐘:辖つでから引を出し'でくだをい。 

遞片 -- 夕 -- ，役ク U ニンヴを途巧で終了した,とをは、卜…-夕-…についた脂が残るた进、を回麗理あ:する 
とを、穀都こにおいや煙が出る;::とが盡りまず。 

觀す — ~ブン調理は-乂二:;…亡掠じで_と • T と夕~~~を留勤的 t 贺り鶴えホ-す。ゾ/-V,~~にぶ•三でな-と'す 
と-^夕 一0 遮黨を謎むく切む替えるたせ h と'-公…*が京くならない塌省が撮り哉ず。 

潑手動謂躍お山‘7七-…夕…巧歷麵を鑛かく巧む替えて爾福を焼晋上だ遗已逆、哥覇調躍で調遲するとを 
ぶり'もホ J ;. がり時間がかかる塌音がありすす。 
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平 


礙顏を謂鹽する覇をは.、題などの薄い詔がだ焦げやすし佩で、 
焼竊巧早前觸に麗を巧けてくだごい。 

鑛魚を i ，-4驅焼く場合な,ヒ-…夕•…恶扶にぶり 
謹< に證で魔を色がつちこくい竭合がお0す 
す'巧で麗を裝姑ご置いで'くたでい。 

潑賴婿にたラダ痛などを違って:おくと驅禪靖が 
焼賴に巧蕭しにくく、曝り出しやずくた:むます。 

鑛焦げ过巧つ•を異を技魚巧權類を大さ;を、 ffi 巧 
のり異合.,魚巧遍度、塩の瓦り巧げ A ; によって 
違し巧す。（媳觀を覆麗が多いと麓.ぜ閨だ强くなりホず。）お 
好女;こより m ： i : がり j 年…•で謂請してください。 

礙生魚（でん宗や玻じなど')な、藉さ墙だつ迭にく.いぶで、調預 
する的 i 0-2[;分前に盧をるって好左或す'。 

潑冷泉し-で觅る爲は、ぶく辭凍しでから兢いてください。禁带 
巧部だ冷たいた抵吓苯でジ进谨りにく く.親き不還こなった,り.、 
遍度わン'た™がお X 働护ず稱す遮芳た DU 京ず。 


/；；'! 

:リ如 


縣厚み.巧おる魚な、そ烦おお舞くと申昔で:お扔麗巧こくく、焼ホ 
不’是になります巧で废に通む召をんなて■くだごい。 

畿臟圉ぶりおたさな魚を調理ずる屬合お，半おに切って'く.だご IA : 
雖谨觀巧段品を窺くと苦に種類、次ちと、置さをそろぶ'でくだ 
ごい。みさ U をぶや乂巧適りやすし V 巳のは、婿を題苛になり 

お r こ 

m 顧でんま性）な..裸巧（滿藤）期間が立 a た让巧場お，•兒度， 
じを巧兴二で擬いでください。 G 現が乾麗してし Y るので 
丸銷蒂二;:;…。で魏くと皮が靈けた.り常ヴをすくなり器ず。'! 
難は西わたを取ったさ A ; 苯(み）は、切身'むををゾニで類 
いでくだ巧い。 

潑っな焼を巧た.むぶ、ぶく落としてくだごい。たれ-粹おえが妥 
くついていると連げや'ずくな D ま:ず。お好みにぶり r 仕上がな j 
夺…で調節しでくだむん 


潑冷漂摸歳を謂禪ずると史は，解燕をず。を凍のまま調理 
して <にご'し V , 

鑛冷凍ピヴや;:再歳ピヴ短獨運ず-るとをな、包装をが、して‘巧5 
乃[ぶホイ儿 .1 をピザ巧すわずっており路げでください。 

够冷演ブうタンを調經すると巧は.包装を夕 iU でが6ア儿^ 
ミク-"-ス显巧带萊入れてください。く爾子レンジ用巧;:;ち 
ス于ッジ容器の洽涼ジ亏タンは..焼くごとがで进まおん,〇 

m 窺を撼など®中まで火をとおす>二•…お、蘆材巧鹽さ 
を.4だりな下にしてく.だとし、 

潑調理するとをな)麗を方な.、製の剖のぶうに饒鋼の中巧部 
に置いでくだご•い。 


グ•うタン111 巧タンぶ化 


鶏を 

八…ブ摘お枚 


鷄巧 

iK 蒂を報 







を前劍 


ず前賴 




ず 


鑛受巧にがを入れな I ん 

潑かごくで龍麵に載せらむない場を瓦乃にホイんを颤いてから載おる： 
鑛瓷韻や'乃にホイ JL , 巧ぶが鶏鷄むろはみ-出さな U ように載巧な。 
鑛器唯暫巧高さ!ま4なが； r ド巧ち巧を使5。 

燦ク….:访焼く場剖がもミをイムでおた型に直姑を請 U をんで焼く;。 
鑛グうタンお:ッッス L . f パ'ドなど器や型を使って焼く.と悲は、器 
かおむ底を-尸 j じおイ iU ' おむ。 


戀表愚巧魔巧魚がつ式す式‘ると志よ乃 i ぶあイんをが或せて焼く。 
潑で日熱谱中で稳平をみなが幻謂熟 U 器や塑巧躬後を入れかえる。 
潑饒巧をが薇す适■たり、薄ずをると贵お為魔を謂節する。 

鑛ケ…"ホの競さ•上がむ巧国安な巧串などを刺してみで生遗が 
つがないとで苦上がり. 

藏連統しで焼く塌合は焼立强間.を短くする： 


發辑刷に;おを入むな一。 

薇热 r 摘に/ U ミ巧ィ j i 质觀 し '1 て锦く.とお话をだつ贵にく くな口束-さ-,.， 
鑛鼓お巧厚さ揉4 〇ドが下にしでく.だお、。 

潑屬読して链く場をな稳子をみながら謂頸し.鶴を時闊を短く 
<ょぞ’ 

鑛萬蕉さたたバンを辯 <攜含は穗でををながら調理し.， TX ださい。 


錢请进す為い：堂つ度う:月な，お;の 
锅巧ぶ5に焼網のみ巧部;こ置 
いてくだ:をい。 


し']接 パン2故 





早卽满 


平 

平'お卸 


ブンで調理巷ず思 C 調理攫聲覆前に/調麵避おインと 
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耗料を燃網辕 ± C 藏愁、芬ヴンド 7" 韻 
磯顯ご閱據恭，麟誦難 K 為旅藏開餐 


鑛觀晚巧養霞撼避故避艦こ永を入れて顧殿輩でをます,：诚拖? CX お!, 
鑛謂體中は:> ニュ-…おぶ巧出上がり花)変蔥なでき泉せん。 
强調遇顿を入れた或泉ごしでおくとクリ…^ニンクや余熱‘ 
舞げ避党なことがあ D 課ず。 


^二：！… Si 繫 


冷み 




N 夕春夕ぶ袭拍 • • をな,が 


i (Ml 

:. gflfiBflBSflMgfift 、 USfiAKfleflB&fififie SE 29 SSSSPQS 9 SS! WMMfifififlgM . SfifiSfififififififififi > IffAfiefifififififififlA 

! 齡圓良画聲圓►圓き シ^ a : 


II L … J ^ r ピッ j と鳴韻藻巧琴 u 
爾源を.入れる巧ンツ無織！し鑛ず） 


^浊±がむ證藉 


胃 j 韻織 U 、 難靈礙タニ::1»-礙 ^ 

泉ンブ‘を擦ぶ I させ覆 

だ.错資逃織繁 

瞧圆 i|wu I 

替料に適 bfd ±± が D に證定ず覆 


! ®轉間聚をに fJ と S ^： 
i 跨間を表おし莱す。 


麗中か&! 


ィ^が繫こ;たど;絳了で-も 


調理顿著取むおし兼ず 


('毋ン：7が消巧繁す） 


でと…-可…-!;;; 巧驚した脂をを焼达 
想りずす。）嫣をがおりないとち 
は、這部焼をで様子をみながら 
さ5に焼いでください。 f •嗜 R 3 


織麗巧の遍廬が锦 sn でな 
なるまで r 懿遍注戀 j 表 


2 鍵 




















































































































































